
令和７年度各学校・課程・学科の垣根を超える高等学校改革推進事業（学びの機会の充実ネットワークの構築）

熊本版COREハイスクール・ネットワーク

熊本県教育委員会

熊本市内への人口一極集中→地域の活力低下→若年層人材の流出
地域で学ぶ強みを理解しながら新たな資源を発掘したり、活かしたりできる新たな魅力や価値を創造できる人材育成が必要

「多様な学びの中で、地方の資源を発掘し、活かし、地域に貢献できる人材の育成」
「地域の人材育成の拠点、心の拠り所として、なくてはならない高等学校」の実現

生徒の資質・能力の育成

高校の魅力化

地域の活性化構成校：第一高校、小国高校、牛深高校、球磨中央高校、岱志高校、熊本県立教育センター
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今年度の成果
○遠隔授業による生徒の学習意欲の向上
○学校を超えた探究的な学びにおける共同研究
○公開授業の開催による遠隔授業の普及促進
○学校間連携型の遠隔授業におけるネットワーク構成校数及び遠隔
授業の実施教科・科目の拡充

〇長期休業中の教育課程外での集中講座の開講
今後の課題
○配信センター設置の検討及び具体的整備
○生徒の多様な学習ニーズに応えることのできる通信教育の体制構築



生徒の座席配置の工夫
生徒全員の表情が見えるよう、
座席の配置を工夫。
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■ 遠隔授業に関する教員・生徒の感想

〇教員
・遠隔授業コーディネーター（CIO）の
サポートにより、生徒の反応を見取
る余裕が生まれた。

・電子黒板の導入により、他校の生徒の
板書を共有したり、直接書き込んだり
することが可能になり、解説の質が向
上した。

〇生徒
・他校の生徒と一緒に授業を受けること
で、一緒に頑張る仲間が増え、モチ
ベーションを高めることができた。

・商業を専門的に学んでいる生徒の専門
性の高さを感じて刺激になった。

・遠隔授業を受けてみて、対面授業とは
また違った良さがあると思った。

・先生が丁寧に対応してくださり、対面
授業と大差がない授業を受講すること
ができた。

・普通高校では学べないことを学ぶこと
ができて、貴重な経験を積むことがで
きた。とても楽しかった。

・他校の意見を聞く機会がありとても深
い学びができました。

電子黒板の利用（小国高校の板書を電子黒板に表示）
小国高校の板書に対して教師が直接解説を書き込めるようになり、
両校の生徒が視覚的に理解しやすくなった。
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■動画教材活用の概要

ビデオ会議システム「HDコム」、「USB
録画」機能で授業を録画。
↓
Windowsのフォトアプリで動画の解説部
分だけ切り取り
↓
配信校のYouTubeチャンネルに動画を
アップロード（限定公開設定）
↓
Google Classroomにてリンクを共有

■ 遠隔授業に関する教員・生徒の感想

〇教員
・テスト前の自学の時間に、理解できて
いない問題を動画で復習している生徒
が見られた。

・欠席した生徒も動画で学習することが
でき、直接指導する時間を減らすこと
ができた。

〇生徒
・授業中、板書を写すことに集中して説
明を聞き逃してしまった時に、動画を
見ることで確認できた。

・欠席した時に動画で学習することがで
きた。

遠隔授業における動画教材活用に係る事例

授業動画の活用
授業は毎回録画し、解説部分の動画をYouTubeにアップロードしてそのリンクをGoogle Classroomで
共有していた。
配信校・受信校両生徒が自由に閲覧することができ、通信の不具合時や復習に役立っていた。
特にテスト期間前に再生数がよく伸びていた。

動画の編集について
ビデオ会議システム「HDコム」の「USB録画」機能では、50分授業が約0.4GB。
Windowsのフォトアプリでのトリミング作業は早くて5～10分。
YouTubeへのアップロードは通信状態によっては時間がかかることもあるが、10～15分程で完了。

HDコム機器での録画動画は比較的容量が小さく、作業にそれほど時間はかからなかったが、別のカメ
ラ（一般的な家庭用ビデオカメラ）を使用した場合、動画の容量が何倍も大きくなり、編集やYouTube
へのアップロードにも倍の時間がかかった。
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■ 令和7年度の重点的な取組
〇延べ400名超の受講実績：夏季・冬季集中講座に全県か
ら希望者多数。

〇スーパーティーチャー（ST・指導教諭）による高度な講
義：STの知見を全県に解放。生徒の思考力を深めるとと
もに、参観した教員の研修機会にもなった。

〇将来的な通信教育への展開を検討。

■ 教員・受講生徒の感想
〇教員
・生徒とともに教室で受講しました。九大レベルの問題へ
のアプローチ方法や、そのために日々の学習で何に気を
つけるべきかを大変わかりやすく教えていただき、生徒
たちは受講後「自分の力でここまでできた！」と嬉しそ
うに話している様子がありました。生徒の刺激になると
ともに私自身の刺激にもなりました。

〇生徒
・65分と普段の授業よりも長いはずなのに、今日の講座の
ほうが短く感じた。

・難しかったけど、分からなかった単元を理解することが
できて良かったです。

・ただ解き方を教えるのではなく、様々な問題にも立ち向
かえるように考え方を教えてもらい、これからの数学の
自主学習においてとても参考になった。小さなことの意
味を一つ一つ丁寧に説明して下さったので分かりやすく、
よく理解できた。

・どれも本当に有益な情報で、これから難しい数学の問題
を解く上での心構えや立ち向かい方を話してもらい、本
当に充実した時間でした。

・難しかったです。基礎から身につけてまた聞いてみたい
です。
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